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５
つ
の
基
本
戦
略
「
子
育
て
世
代
へ

の
直
接
支
援　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
生
活

環
境
づ
く
り　

生
産
年
齢
人
口
流
入
に

よ
る
経
済
活
性
化　

ま
ち
の
魅
力
・
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上　

都
市
の
持
続
可
能

４
６
市
区
町
村
に
置
き
換
え
て
も
「
成

立
」
し
得
る
「
絵
に
描
い
た
餅
」。

　

モ
ン
ゴ
ル
（
３
２
３
万
人
）
よ
り
も

四
国
４
県
（
３
６
５
万
人
）
よ
り
も
人

口
が
多
い
日
本
最
大
の
政
令
指
定
都
市

（
３
７
７
万
人
）
は
問
題
山
積
で
す
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
全
国
20
政
令
市
で

唯
一
、
市
立
中
学
校
に
給
食
が
未
導
入
。

昼
食
時
間
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

『
動
物
農
場
』
も
顔
負
け
の
僅
か
15
分
。

「
第
２
次
横
浜
市
食
育
推
進
計
画
」
で

「
デ
リ
バ
リ
ー
型
給
食
」
と
銘
打
ち
、

市
外
の
工
場
か
ら
搬
入
の
「
弁
当
給

食
」
通
称
「
ハ
マ
弁
」
は
「
冷
た
い
・

不
味
い
」
と
悪
評
紛
々
。
教
育
委
員
会

の
大
本
営
発
表
で
「
喫
き
っ
し
ょ
く
り
つ

食
率
30
・
１

％
」
に
留
ま
る
の
も
宜む
べ

な
る
哉か
な

。

　

に
も
拘
ら
ず
、
立
憲
民
主
党
推
薦
、

日
本
共
産
党
・
社
会
民
主
党
支
援
で
誕

生
し
た
横
浜
市
政
は
計
１
９
８
頁
の
中

期
計
画
34
頁
目
で
高
ら
か
に
宣
言
。
曰

く
、
単
独
校
調
理
方
式
、
隣
接
の
小
中

校
合
同
調
理
方
式
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
の
何
れ
で
も
な
く
、
市
内
外
の
民
間

業
者
の
工
場
建
設
費
も
運
搬
経
費
も
税

金
で
賄
う
「
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
」
で
、

「
全
員
に
供
給
で
き
る
体
制
の
確
保
」

こ
そ
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
た
教
育
の
推
進
」
だ
と
。

　

神
戸
市
在
住
の
畏
友
・
白し
ら
は
み
つ
ひ
と

羽
弥
仁
監

督
が
今
春
に
公
開
し
た
映
画
『
あ
し
や

の
き
ゅ
う
し
ょ
く
』。
小
学
校
８
校
・

中
学
校
４
校
全
て
に
管
理
栄
養
士
の
資

格
を
有
す
る
栄
養
教
諭
を
配
置
し
、
各

校
毎
に
独
自
の
献
立
を
提
供
す
る
芦
屋

市
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

保
護
者
か
ら
の
申
告
に
基
づ
き
11
種

類
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
材
に
個
別
対
応
。

卵
料
理
は
市
内
の
豆
腐
屋
か
ら
調
達
の

湯
葉
で
代
用
。
イ
ス
ラ
ム
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
、
ユ
ダ
ヤ
等
の
宗
教
上
の
制
約
に
も

対
応
。「
食
育
」
や
「
子
ど
も
食
堂
」

と
い
う
概
念
な
ど
絶
え
て
存
在
し
な
か

っ
た
敗
戦
後
、
分
け
隔
て
無
く
全
て
の

子
供
達
に
温
か
い
昼
食
を
、
と
給
食
室

建
設
費
を
提
供
し
た
素そ
ほ
う
か

封
家
の
女
性
の

意
志
を
受
け
継
ぐ
自
治
体
で
す
。

　

12
ヶ
月
連
続
で
人
口
が
減
少
し
て
い

る
横
浜
市
の
各
地
で
開
催
の
車
座
集
会

で
、
芦
屋
と
の
彼ひ

が我
の
違
い
を
語
る
と
、

参
会
者
は
一
様
に
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

領
事
裁
判
権
も
関
税
自
主
権
も
認
め
ぬ

と
は
い
え
曲
が
り
な
り
に
も
「
開
国
」

し
た
日
米
和
親
条
約
締
結
の
地
で
、
至

ら
な
さ
を
「
改
国
」
す
る
ど
こ
ろ
か
逆

に
政
治
も
経
済
も
社
会
も
熔
解
す
る

「
壊
国
」
ニ
ッ
ポ
ン
に
諦
め
掛
け
て
い

た
老
若
男
女
は
、「
微
力
だ
け
ど
、
無

力
じ
ゃ
な
い
。」
の
気
概
を
抱
い
て

「
さ
さ
や
か
だ
け
ど
、
た
し
か
な
こ

と
。」
を
実
現
し
よ
う
と
確
認
し
合
う

の
で
す
。

　

連
載
第
56
回
の
冒
頭
を
再
録
。「
地

方
自
治
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
た
総
合
計
画
審
議
会
を
換か
ん
こ
つ
だ
っ
た
い

骨
奪
胎
す

べ
く
、
宇
沢
弘
文
氏
と
巡
り
会
っ
た
の

は
２
０
０
２
年
春
」。「
す
べ
て
の
人
々

が
、
ゆ
た
か
な
経
済
生
活
を
営
み
、
す

ぐ
れ
た
文
化
を
展
開
し
、
人
間
的
に
魅

力
あ
る
社
会
を
持
続
的
、
安
定
的
に
維

持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
社

会
的
装
置
」
と
し
て
の
「『
社
会
的
共

通
資
本
』
＝
「
大
気
・
森
林
・
河
川
・

土
壌
等
の
自
然
環
境
。
交
通
機
関
・
情

報
基
盤
・
上
下
水
道
等
の
社
会
基
盤
。

教
育
・
医
療
・
金
融
等
の
制
度
資
本
」

を
提
唱
し
て
い
た
氏
は
、
２
年
の
歳
月

を
費
や
し
」、「
計
画
経
済
の
如
き
数
値

目
標
を
羅
列
し
た
大
本
営
発
表
の
「
総

合
計
画
」
と
は
異
な
る
、
実
現
す
べ
き

社
会
の
あ
り
方
を
示
す
『
未
来
へ
の
提

言
〜
コ
モ
ン
ズ
か
ら
始
ま
る
、
信
州
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
革
命
〜
』
を
執
筆
下
さ
い

ま
し
た
」。

〝
未
来
へ
向
け
て
の
叙
事
詩
〞
は
小
生

Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
可
能
。
何
故
か
今
を
語
ら

ず
「
２
０
４
０
年
頃
」
の
「
子
育
て
し

た
い
ま
ち　

次
世
代
を
共
に
育
む
ま
ち

ヨ
コ
ハ
マ
」
を
開
陳
の
文
書
よ
り
は
一

読
の
価
値
有
り
、
と
愚
考
し
ま
す
。

性
」
を
掲
げ
「
２
０
４
０
年
頃
の
あ
り

た
い
姿
」
を
策
定
の
「
横
浜
市
中
期
計

画
２
０
２
２
〜
２
０
２
５
」（
素
案
）。

　

微
苦
笑
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。「
横
浜

市
」
の
固
有
名
詞
を
、
他
の
全
国
１
７

★
次
号
11
月
号
の
発
行
日
は
10
月
28
日（
金
）で
す
。

「絵に描いた餅」


